
氏名 真田信治

学部担当科目

・国語学概論Ⅰ・Ⅱ（前期・後期）
・日本語の歴史Ⅰ（前期）
・国文学講読（通年）
・演習Ⅰ（通年）
・演習Ⅱ（通年）
・卒業論文

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・言語論特殊講義

授業科目

平　成　27 　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本方言研究会、語彙研究会

国内外の日本語変種に関する研究

台湾の東呉大学大学院博士後期課程の学生を対象に社会言語学の方法論について集中講義をし
た。中国の廈門大学大学院修士課程の学生を対象に日本の社会言語学について集中講義をし
た。

NPO日本話しことば協会理事、一般財団法人新村出記念財団監事、日本方言研究会世話人／奈
良大学保護者会（博多市）で講演、奈良市生涯学習財団・せいぶ市民カレッジ（西部公民館）で講
演

東北大学大学院文学研究科修士課程修了

文学博士（大阪大学）

日本語学、社会言語学、接触言語学

最終学歴

　【研究上の特記事項】 日本語の変種に関する国内外でのフィールドワークに従事した。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

文学部長、大学院文学研究科長、奈良大学評議員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目



編

共編

単著

招待講
演

招待講
演

招待発
表

招待発
表

基調講
演

評論

評論

④

②海を渡った日本語－アジア太
平洋に残存することば－

⑤

①日本語再編成の現場から－
宜蘭クレオールの語彙調査報告
－

③接触地理言語学の展望－「方
言周圏論」の陥穽を超えて－

④Vernacularの記述について－
個人語彙における基底層－

⑤

①新しい日本語観に向けて

③

（その他）

②地域語の復権

⑤

⑤砺波地方の方言について

④

簡月真他による真田信治編『社会言語
学の展望』の中国語翻訳版

③

於.　富山大学人文学部

（講演・学術発表）

2015年11月

①

②

②県別方言感情表現辞典

③変わりゆく時見るごとに－私の
ライフステージ－

④

於.　となみ散居村ミュージアム

pp.26-27

pp.28-29

於.　国立国語研究所

於.　パルトピアやまぐち

於.　奈良市北部会館市民文化ホール

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①社会語言学 展望

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

友定賢治と共編

台北：五南図書出版公
司

2015年9月

2015年10月

2016年2月

日本教育 451

日本教育 452

2015年12月

2016年1月

東京堂出版

桂書房

2016年2月

第327回 日本近代語
研究会

第33回 平城ニュータウ
ン文化祭講演会

東アジア言語地理学国
際シンポジウム

NINJALコロキウム

となみルネッサンスⅣ・
公開シンポジウム

2015年11月

2016年2月

2015年10月


